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「先生，このＡの単語とＢの単語の意味はほとんど同じなんですが，
どう使い分けるのでしょうか？」と尋ねられることがよくある．筆者は
英語の専門家ではないので，そのような質問にはなかなか答えることが
できない．そこでこのような問題を体系的にまとめるために，『ライフ
サイエンス英語類語使い分け辞典』（羊土社，2006 年発行）を上梓した．
画期的な内容であったと思うが，使い分けを示すという意味では十分で
ない部分もあったようだ．どうすれば，個々の動詞の使い方や類義語の
使い分けを的確に示すことができるのか？ その後の６年間の試行錯誤
の結果が本書である．

ある動詞の意味や使い方は，その前後の語（主語や目的語）が何であ
るかによって大きく変わってくる．そのため動詞だけを並べて意味の違
いを論じたところで，一面的な解釈しか得ることはできない．ひとつの
動詞をとってみても，その意味する内容は状況によって微妙に変わって
くる．ある場合にあてはまる説明が，別の場合にはあてはまらないとい
うことがよく起こるのだ．そのため違いを明確に知るには，実際の用例
をたくさん調べてみることが必須となる．本書は，論文でよく使われる
動詞の用法 – 前後にどのような語が使われるのか – を丹念に調べてまと
めたものである．

筆者らは主語を中心に動詞との組み合わせをまとめて『ライフサイ
エンス論文を書くための英作文 & 用例 500』を執筆したが（羊土社，
2009 年発行），本書ではそれをさらに掘り下げ，動詞を中心に「主語
＋動詞＋目的語」の組み合わせを示すことを試みた．しかし，「主語＋
動詞」のような２つの単語の組み合わせに比べると，３つの組み合わせ
は種類が圧倒的に多くなる．一方で，個々の組み合わせの出現回数は激
減するので，これらを限られたスペースの中でまとめることはほとんど



不可能に近い．そこで考案したのが，「主語＋動詞」と「動詞＋目的語」
とを左右に同時に示す方法である．これならば２種類の情報を非常にわ
かりやすく並べることができる．もちろん左右に示したすべての単語が
組み合わせ可能というわけではないが，実際の組み合わせ例も示してあ
るのでそれを参考に工夫していただきたい．本書では，「主語 + 動詞 +
目的語」に加えて「主語 + 動詞 + 補語」，「主語 + 動詞 + 前置詞 + 名詞」，

「主語 +be 動詞 + 形容詞 + 前置詞 + 名詞」についても示してある．
さらに類義語は比較する必要がある．そのために本書の見出し語は意

味によって分類してある．単なる意味というよりも実質的な内容による
分類なので，ページを順にめくっていくだけで類義語の違いや使い分け
についておのずと見えて来るはずである．前後に同じ単語が用いられる
動詞は置き換えが可能であるので，それに注目することが類義語の使い
分けの大きな鍵となる．

本書の内容は，『ライフサイエンス英語類語使い分け辞典』を作り始
めたときに描いたイメージに近い．内容を動詞（およびbe動詞+形容詞）
に絞ってシンプルにまとめることによって，それを実現することができ
た．だが一方では，名詞・副詞および形容詞の一部の用法については割
愛せざるを得なかった．主語として使われる名詞の用法および副詞の使
い分けについては『ライフサイエンス論文を書くための英作文 & 用例
500』，「形容詞 + 名詞」の組み合わせについては『ライフサイエンス
組み合わせ英単語』（羊土社，2011 年発行），重要単語の用法全般につ
いては『ライフサイエンス英語表現使い分け辞典』（同，2007 年発行）
に示してあるので合わせてご参照いただければ幸いである．

科学論文において，適切な用語を使って文法的にも慣用的にも正しい
英文を書くことは必須条件である．本書を活用して動詞の使い方・文の
組み立て方を習得し，自信をもって論文を仕上げていただけることを心
から願っている．
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